
(2)全体的な(頼向
。学習指糧!要翁員の内容では、「話すこと 。間<こと」の領域が全国と同研直であり、他の「詠むこと」、

「書<こと」「言葉の特徴や蛭い方に関すること」などは全ての優域で全国・県を上回つてしヽる。

・評価の観点別では、全国・県と比べて、「知識`§ 授籠」
蓼「懲者 °判断・表現」ともに上国つている。

(3)3後の取組
や全体として全国平均を上鶴って搾9、基本的な矢8識

。理解、思者カギ」断力,表現力の双力でよい結果が出て

いるので、9後も、】菫」墾とi輩窒:2をどi逓:ン重のと:担担置選を行つていきたしヽ。

・全国平均と比較ズ 、低かつたのは「認含いの話題や発言を踏まえて自分の者え

を書く」という問題であつたので、授業で|ま『議すこと
。聞くこと」の領域に重点

を置|き、日常生活の中でも護豪諷バ議動や藩分け)意見を持
‐
:⊃こと(発表 感ヽ想文

記入など〕をより意識して取鶴 でしヽきたい。
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全国・県を上回る

(1)全国との比較(全国の平均正答率と比べて)

① 昌盆1重塑鍵監正査茎ど塗塁庭亜^重登:ンl湛左堕ゝ上回⊇≧1金の1  
‐
16間中6間

争∩を整数とするとき、連続する二つの偶数を、それを用いた式で表す

(「連続する2つの偶数を、文字を用いた式で表すことができるか」を見取る問題です)         .
。2枚の 10円硬貨を同時に投|ずるとき、2枚とも襄が出る確率を求める

(「簡単な場合について、確率を求めることができるか」|を見取る問題です)

鷲華勤からの臨 饉が10cmより小さいことを感知して止まる設定にした車型ロボット〔こついて   ・||

実1験した結果をもとに、10cmの位置から進んだ距離の最頻値を求める             .
(与えられたデータから最頻値をもとめることができるか)を見取る問題です)

。ストープの使用時間とま」)自の残量の関係を表すグラフとY軸と(ラリ交点PのY座標の値が表すものを選ぶ

(2つのグラフこお|するY軸との交点につしヽて、事象に即して解釈することができるか)を見取る問題です)
イ■、■)
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② 量虚塑
=[猾
堅ェ窒茎ご金1国生壁重i食生以上J理し星L`2_ 15間中2間

0-次関数y=ax+biこついて、a=1、 b=1のときのグラフ|こ対して、bの値を変えず
｀
に、aの値を大きくしたと

きのグラフを選′ボ

(「一次関数について、式とグラフの特徴を関連付けて理解しているか」を見取る「o男題です)      など

(2)全体的なit資向
申学習指導要額の領域別で1よ F数と式」『関数」「データの活用」では全国・県を上国つているよ ,「図形」では全

国 ,県を下回つてしヽる。
。評価の観点別では、全国・県と比べて、、「矢Btt C技能」

。「忠者 '半」断・表現」とも|こ上回つてしヽる。

(3)今後の取組

・全体的に|よ全国平均と比べて高い爛司にあるので、今後も製睦墨塾≧確塞L雷聾容せるととも|こ生筵自身

』 i幽匙盪菫コ:鵬胚盛口墾:塞:菫:LコL型コ!コ:云していきたしヽ

重個平均よりも正答率が低かつた問題の4間中̈ 問題である凛発ヨ詳記述式の問題は正答率

が高いことから、文章を読み取る力や状況を想像する力が弱く、樋里日度の差異を判断することがき手と考え

られるのヽ 言葉の都末や数攣的な表現嚇 を員イ相9に騰忍しながらJ議駿艶製)てしきたしヽ
ヽ、__


